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新
撰
万
葉
集
上
下
巻
の
詩
歌
共
通
語
彙

一
離
蹴
肇
躍
か
蛙
敷
腱
か
騨
春
罵
べ
魅
浄
壼
計
樹
芸け酢
（囲
〔金
じ

秋
風
扇
処
物
皆
奇
　
　
劇
剛
緒
紛

，乱
玉
飛

好
夜
月…′来
添
、テ助タレ潤
フ　
嫌
フ朝
日′各
望メメ為
―フ」
ント
（
目

〔《
じ

『新
撰
万
葉
集
』
は
、
右
の
例
の
よ
う
に
、
詩
歌
に
お
い
て
、

「自
露
」
の

ご
と
く
、
文
字
表
記
も
語
形
も
語
義
も
全
く
同
じ
共
通
語
を
持
つ
こ
と
が
多
い
。

詩一緒̈
］潮崚も一緒詢罐疇″向い」嚇“」ち膳】肺いはな桜̈
一期̈

疑
え
な
い
。
今
、
そ
の
関
連
性
の
一
つ
と
し
て
、
両
者
の
共
通
語
に
注
目
し
て

み
た
い
。

右
の
例
歌
は
、

「秋
之
野
」
、
例
詩
に
は

「秋
風
」
が
見
え
る
。　
こ
の

「秋

野
」
は
、
下
巻
の

「女
郎
歌
十
二
首
」
に
お
い
て
、
漢
詩
に
も
登
場
す
る
。

女
郎
何
葉
節
草
隠
　
候
周
亡Ｐ
秋
人
袖
匂
　
終
日
秋
野
収
二
黄
色
一　
通
夕

‐
　
露
黎
染
レ花
貞

（
霊
五
蜜
究
じ

又
、
例
詩
の

「秋
風
」

「夜
月
」
は
和
歌
に
も
あ
る
。

れ鮮
辟
ほ経
び浄
良ら芝し麓
電
鋪
刺さ俸
壁
動
『蟻
會
一〔〈己

ネ申

鄭
之．
夜‐ょ
か
鵬
者は
鰹
縦
電

曜
罐

ル
間ま
緒を
計
ル
許こ
知ち
鵠
介け
酢

（
茜
三
雪
全
し

∩
夜
の
月
」
は
こ
の
一
首
の
み
。
そ
れ
も

「夏
の
夜
」
の

「月
」
の
意
で

あ
ろ
う
が
、　
一
ま
ず

「夜
の
月
」
に
も
入
れ
る
こ
と
に
す
る
）

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
並
列

一
対
の
詩
歌
の
み
な
ら
ず
、
直
接
無
関
係
の

離
れ
離
れ
の
詩
歌
に
も
同

一
語
が
出
現
し
て
く
る
。
そ
れ
も
含
め
て
、
共
通
語

と
よ
ぶ
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
漢
字
表
記
で
一
字
の
語
は
扱
わ
ず
、
漢
字
二
字

の
語
を
考
察
対
象
と
す
る
。
底
本
と
し
て
は
、
『新
撰
万
葉
集
　
校
本
篇
』
（寛

文
七
年
板
、
浅
見
徹

・
木
下
正
俊
、
昭
和
ぶ
り
ん
と
）
を
用
い
、
番
号
も
そ
れ

に
依
る
。
「
新
編
国
歌
大
観
』
の
番
号
も
参
考
に

〔　
〕
に
入
れ
、
漢
詩
の
付

訓
は
寛
文
七
年
板
の
影
印
、
京
大
国
語
国
文
資
料
叢
書
十
三
の
そ
れ
に
従

っ

た
）
。
所
謂
原
撲
本
に
は
下
巻
に
漢
詩
が
な
い
が
、
そ
の
こ
と
に
留
意
し
つ
つ

下
巻
の
詩
を
も
扱
う
。

二

ま
ず
共
通
語
を
全
て
抜
き
出
す
作
業
か
ら
始
め
る
わ
け
だ
が
、
抜
き
出
し
方

の
原
理
は
次
の
よ
う
に
す
る
。
和
歌
に
お
け
る
語
と
、
漢
詩
に
お
け
る
語
と
が
、

形
態

釜
”構
成
）
と
文
字
に
お
い
て
全
く
同
じ
語
を
、
並
列

一
対
の
詩
歌
は
む

谷

力>

を

る



ろ
ん
、
並
列
を
外
し
て
も
抜
き
出
す
。
た
だ
し
、
同
字
を
原
則
と
し
た
が
「鹿
」

と

「棄
」
（鹿
声
）
、

「谷
」
と

「鉛
」
（谷
風
）
、

「枝
」
と

「村
」
（枝
花
）
、

「歳
」
と

「年
」

（去
年

・
去
歳
、
年
月
。
歳
月
）
は
同
語
と
み
な
す
こ
と
に

し
た
。

「機
」
が
一
字

（公
異
）

「夏
樹
」
の
詩
は

「夏
樹
し

あ
り
、
「樹
」

の
本
も
あ
る
の
で
、
同
字
と
み
な
し
て
お
い
た
。
他
に

「労
髯
」
と

「紡
彿
」

（
舌
し
、
「郭
公
鳥
」
と

「郭
公
」

（
茜
な
ど
多
い
）、
「菖
蒲
草
」
と

「菖
蒲
」

く（環極”）』
「同婦「な燎れ一ｒ滝舞昨薦珈″潮け』殊設罐
「」師に「

「木
葉
」
と
同
語
と
み
な
し
た
。
そ
し
て
、
語
形
と
文
字
が
同
じ
で
、
意
味
も

ほ
ぼ
和
漢
で
同

一
の
語
を
原
則
と
し
た
。
む
ろ
ん
、
「指
南

（車
ご

と

「
し
る

べ
」
の
ご
と
く
、
和
漢
で
そ
の
意
味
す
る
範
囲
が
異

っ
て
い
る
場
合
も
、　
一
部

分
が
そ
の
詩
歌
に
お
い
て
重
な

っ
て
い
れ
ば
同
語
と
み
な
し
た
。　
課
砦
ど

「芽
」
は
、
漢
語
と
し
て
考
え
る
と
、
和
語
の
植
物
名
と
は
意
味
は
異
な
る
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
和
漢
で
意
味
の
大
差
は
な
く
用
い
て
い
る
の
で
こ
れ
も
含

め
た
。

「推
薇
」
は
ヽ

『和
名
抄
』
に

「郁
子

・
ム
ベ
」
と
あ

っ
て
、

「あ
け

び
」
の
一
種
の
植
物
名
だ
が
、
和
歌
で
は
、

「宜
」
の
意
の
訓
み
を
当
て
字
に

用
い
て
い
る
。
こ
れ
も
含
め
て
お
い
た
。
む
ろ
ん
、
語
形

・
文
字
が
同

一
で
あ

っ
て
も
、
和
漢
で
語
や
句
の
切
れ
め
が
異

っ
て
い
る
次
の
ご
と
き
場
合
は
別
語

と
し
た
。雖雌
肇
蕊
難
だ
哉ゃ対
鷺
鵜
乱
持
濃
孔
縣
舜
議
だ
異
〔士
じ

一
夏
劇
中
驚
二耳
根
（
郭
公
高
響
入
二禅
門
（
…
…

（
妻

〔奎
じ

即
ち

「
一
夏
、
山
中
」
が
詩
の
語
句
で
の
用
法
だ
が
、
文
字

の
み
見
る
と
、

「夏
山
」
の
よ
う
に
見
え
や
す
い
。
か
か
る
例
は
珍
し
く
な
く
、
視
覚
上
は
、

一
見
、
共
通
語
の
ご
と
く
見
え
る
。
そ
う
い
う
効
力
も
ね
ら

っ
て
作
詩
し
て
い

る
も
の
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
後
に
再
述
す
る
。
な
お
、　
一
字
語
が
連

っ
て
二
字
に
な
っ
て
二
字
語
の
よ
う
に
み
え
る
が
、　
一
語
か
連
語
か
決
め
に
く

卜
ヽ
のも
あ
る
。
最
％
腱
嗜
礎
覆
，
ま鬱
騨
ぼ
豊
勾
・ぼ
驚
・龍
薔
・機
能
・

往
雁
」
な
ど
は
、　
一
語
と
み
な
さ
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
共
通
語
を
選
ん
で
、
上
下
巻
で
の
異
り
語
数
と
延
べ
語

数
を
調
査
し
た
。

延
べ

詩  歌

異
　
　
り

77  134

上
　
　
巻

200 164

下

　

巻

７２｝拗

上

下

巻

全
歌
数
二
七
八
首

・
全
詩
数
二
七
七
首
ゆ
え
に
、
大
体
平
均
し
て
一
詩
歌
に
一

回
は
共
通
語
が
現
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

〈上
巻
〉

上
巻
で
詩
歌
並
列

一
対
を
な
し
、
そ
の
中
で
共
通
語
と
な
っ
て
い
る
の
は
二

五
語
あ
る
。

梅
花

・
花
樹

・
花
香

・
鴛
声

・
蝉
声

・
琴
声

・
松
声

。
白
露

。
白
雪

・
白

雲

。
松
葉

・
木
葉

・
黄
葉

・
秋
風

・
秋
月

・
秋
霧

。
秋
色

・
雲
路

。
野
山

・
郭
公

・
藤
袴

・
菖
蒲

・
去
年

・
立
春

。
指
南

ま
た
、
詩
歌
並
列

一
対
の
も
の
で
な
い
が
、
上
巻
に
お
い
て
、
詩
と
歌
で
、
ど

こ
か
で
共
通
語
と
な

っ
て
い
る
の
は
十
二
語
で
あ
る
。

桜
花

。
自
玉

・
秋
山

・
秋
芽

・
秋
夜

。
夏
夜

・
雁
声

（
音
）
。
一
年

・
今

年

。
相
見

（看
）
。
独
寝

・
吾
身

次
に
、
下
巻
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
巻
の
語
が
詩
歌
の
共
通
語
と
な
る



の
は
三
七
語
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
上
巻
で
歌
の
み
の
語
が
、
下
巻
の
詩
で
共

通
語
と
な
る
も
の
が
二
七
語
と
多
く
、
傍
線
を
引
い
た
。
そ
の
逆
の
、
上
巻
に

詩
の
み
の
語
が
下
巻
の
歌
で
共
通
と
な
る
の
は
少
く
、　
一
〇
語
で
あ
る
。

秘
則
・
初
花
。
割
雨
・
春
日
・
割
国
・ョ
劇
・利
剛
・利
橿
・冬
日
・朝

剰
・到
利
。初
例
。
夜
月
。日
割
・松
風
・虫
声
・鹿
声
。
野
辺
。
酬
辺

。酬
河
。川
彩
。
月
光
・剰
剰
・螂
螂
・剣
劇
。例
劇
・刊
樹
・
千
々
・

水
上
・測
湖
・細
刻
・翼
劃
・用
劇
・棚
刊
・引
朝
・年
月
・圏
銅

こ
れ
ら
三
七
語
の
う
ち
二
六
語
は
下
巻
で
並
列
例
の
あ
る
語

（
波
線
の
語
）
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
下
巻
の
詩
歌
に
よ
っ
て

（
特

に
詩

に
よ
っ
て
）
上
巻
の
語

（
特
に
和
歌
の
語
）
が
詩
歌
共
通
語
と
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

〈
下
巻
〉

下
巻
で
詩
歌
並
列

一
対
を
な
し
、
そ
の
中
で
共
通
語
と
な
っ
て
い
る
の
は
六

八
語
あ
る
。

自
露

・
白
雪

。
白
雲

。
白
波

。
松
葉

・
木
葉

・
黄
葉

・
草
葉

。
春
雨

・
春

霞

・
夏
草

・
夏
風

・
夏
樹

・
夏
夜

・
秋
風

・
秋
野

・
秋
穂

・
秋
虫

・
秋
露

・
秋
霧

・
秋
夜

。
冬
夜

・
初
夜

。
夜
露

・
山
辺

・
山
河

・
山
風

。
早
瑞

・

流
水

・
涙
河

・
銀
河

。
天
河
原

・
草
木

・
野
草

・
野
辺

・
朽
木

・
木
高

・

花
影

・
月
影

。
若
菜

・
谷
風

。
大
虚

・
大
海

・
雲
居

・
蜆
蝉

・
虫
涙

・
仮

董

。
千
種

・
遊
糸

・
彦
星

・
織
女

・
神
女

・
磯
上

・
翼
鼓

・
郭
公

・
郁
子

・
古
里

・
紡
彿

。
独
寝

。
人
身

・
吾
身

・
方
身

。
今
朝

。
一
年

・
年
内

・

経
年

・
去
年

・
無
限

ま
た
、
詩
歌
並
列

一
対
の
も
の
で
は
な
い
が
、
下
巻
に
お
い
て
詩
と
歌
の
語
が

ど
こ
か
で
共
通
語
と
な
る
の
は
十
五
語
あ
る
。

春
日

・
冬
日
・
秋
月

・
秋
霧

・
雁
声

・
虫
声

。
鹿
声

。
月
光

・
天
雲

・
天

漢

・
千
々
。
枝
花

。
長
宵

・
潤
衣

。
濤
花

次
に
、
下
巻
の
語
が
上
巻
の
存
在
に
よ
っ
て
詩
歌
の
共
通
語
と
な
る
の
は
十
五

語
あ
る
。
そ
の
う
ち
下
巻
で
歌
の
み
の
語
が
上
巻
の
詩
に
よ
っ
て
共
通
語
と
な

る
の
は
五
語
の
み
、
そ
の
逆
の
、
下
巻
の
詩
の
み
の
語
が
上
巻
の
歌
で
共
通
と

な
る
の
は
一
〇
語
あ
り
傍
線
を
引
い
た
。
ま
た
こ
れ
ら
十
五
語
の
う
ち
、
六
語

は
上
巻
で
詩
歌
並
列
の
共
通
語
に
あ
る
も
の

（
波
線
の
語
）
で
あ
る
。

鶯
声

・
蝉
声

・
琴
声

・
初
花

。
秋
芽

・
松
風

・
夜
月

・
雲
路

。
水
上

。
菖

蒲

・
指
南

・
相
見

・
片
身

。
今
年

。
年
月

こ
の
よ
う
に
、
下
巻
で
は
、
並
列
し
な
い
詩
歌
の
共
通
語
は
少
く
、
又
、
上
巻

の
存
在
に
よ
っ
て
新
た
に
共
通
語
に
な
る
語
も
少
い
。
即
ち
、
下
巻
の
み
の
並

列
詩
歌
共
通
語
に
よ
っ
て
共
通
語
に
な

っ
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で

あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
む
ろ
ん
異
り
語
で
調
査
し
て
い
る
。
数
量
的
に
ま
と
め
る

と
次
の
ご
と
く
な
る
。

こ
の
表
か
ら
、
上
巻

・
下
巻
の
特
色
が
出
て
く
る
。
即
ち
、
詩
歌
数

（
一
対
を

一
首
と
数
え
）
が
上
巻
よ
り
下
巻
に
多
い
も
の
の
、
詩
歌
並
列
共
通
語
は
、
上

巻
よ
り
下
巻
に
二
倍
半
以
上
も
多
く
、
並
列
し
な
い
共
通
語
は
、
上
下
巻
ほ
ぼ

同
数
で
、
他
の
巻
に
よ
っ
て
共
通
語
化
す
る
の
は
上
巻
に
下
巻
の
倍
以
上
も
み

ハ

ｎ

上
　
巻

下

巻

詩

歌

数

・・９
首

・５９
首

対
馴
詢

68   25
-t   

雲

耕
駐
訓

・２

〓
¨

・５

〓
”

よ他
るの
共巻
通に

計

%

15    37

98    74
159   119

61.6  62.2



ら
れ
る
。
そ
し
て
、
詩
歌
の
上
下
巻
で
の
数
に
比
す
る
と
、
上
下
巻
で
の
夫
々

の
合
計
は
、
六
〇
％
余
り
で
は
ぼ
等
し
く
出
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

上
巻
に
の
み
の
（
下
巻
に
な
い
語
）
共
通
語
は
十
一
語

（野
酬

・
欄
司

・
引
倒

・
花
樹

・
花
香
・
桜
花

・
梅
花

・
白
玉
・
秋
山
・
藤
袴

・
立
春
）
、
下
巻
に
の

み
の
（上
巻
に
な
い
語
）
共
通
語
は
三
五
語
で
、
こ
れ
も
下
巻
に
多
い
（引
樹

・

剣

・

副

・

剰

・

劃

・

ヨ

・

劃

・

劃

・

翻

・

副

・

珊

・
コ

型

副

甲

因

習

Ｔ

∃

デ

到

甲

悧

ｆ

劃

型

ぶ

型

矧

習

鋼

内

・
無
限

・
秋
虫

・
秋
露

・
野
草

。
自
波

。
天
雲

・
谷
風

・
雲
居

・
枝
花

・
流

水

・
天
漢

・
銀
河

・
潤
衣

・
濤
花
）
。
さ
ら
に
そ
の
う
ち
、
上
巻
に
並
列

一
対

一
例
の
み
と
い
う
語
は
傍
線
の
四
語
、
下
巻
に
並
列

一
対

一
例
の
み
と
い
う
語

は
傍
線
の
三
二
語
で
あ
る
。
両
者
と
も
下
巻
に
三
倍
以
上
も
現
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
下
巻
は
、
詩
歌
並
列
の
共
通
語
を
増
し
て
、
共

通
語
を
上
巻
以
上
に
き
わ
だ
た
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
上
巻
の
非
共
通
語
を
も
下

巻
の
存
在
に
よ
っ
て
共
通
語
化
し

（
特
に
詩
に
よ
っ
て
そ
れ
を
行
い
）
集
全
篇

の
共
通
語
を
印
象
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
上
巻
と
下

巻
と
で
編
者
が
相
違
す
る
こ
と
な
ど
種
々
考
え
ら
れ
る
が
今
は
そ
れ
に
触
れ
な

い
。

三

『新
撰
万
葉
集
』
は
、

『寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
の
歌
が
か
な
り
入
集
し
て

い
る
。
そ
の
歌
合
は
又
、

『古
今
集
』
に
も
多
く
入
集
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の

三
者
に
は
共
通
語
が
多
く
出
現
す
る
予
測
は
誰
に
も
す
ぐ

に
た

つ
。
事
実
、

『新
撰
万
葉
集
』
の
和
歌
の
語
彙
は
、

『古
今
集
』
の
語
彙
と
共
通
す
る
も
の

が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。
今
、
名
詞

・
体
言

（
形
容
動
詞
語
幹
も
含
む
）
。

形
式
名
詞

・
擬
声

・
擬
態
語

（
「切
々
」
な
ど
）
に
つ
い
て
、
『古
今
集
』
の
語

彙
と
比
較
す
る
と
、

『古
今
集
』
に
あ
る
語
が
三
〇
三
語
、
無
い
語
が
四
九
語

と
な
る

（索
引
通
り
の
語
彙
で
な
く

「冬
の
日
」
「夜
の
露
」
な
ど
も
含
め
た
）
。

ゆ
え
に
、
三
五
二
語
中
八
六

。
一
％
が

『古
今
集
』
と
共
通
語
な
の
で
あ
る
。

体
言
系
し
か
み
て
い
な
い
が
、
八
割
以
上
九
割
近
く
が
共
通
語
で
あ
る
。
そ
し

て
、

『新
撰
万
葉
集
』
の
詩
歌
共
通
語
も
、
ほ
と
ん
ど
が

『古
今
集
』
と
同
語

で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
の
は
、
「夏
風

・
夏
樹

・
秋
穂

・
秋
虫

。
秋
色

・
冬
日
・

松
風

・
松
声

・
夜
月

・
夜
露

。
蓬
生

・
雲
路

・
頻
波

・
虫
涙

・
枝
花
」
の
十
五

語
の
み
で
、
異
り
語

一
〇
八
語
の
中
で
は
十
三

。
九
％
で
あ
る
。
「虫
涙
」
は
、

一
語
化
し
て
い
な
い
が

「虫
の
ご
と
声
に
た
て
て
は
な
か
ね
ど
も
涙
の
み
こ
そ

し
た
に
流
る
れ
」

（
古
今
恋
二
５８‐
深
養
父
）
の
ご
と
き
歌
は
あ
る
。
『
貫
之
集
』

に
は

「松
声

。
松
風
」
が
あ
り
、
呈
バ路
」
は
、
『後
撰
集
』
に
五
例
も
現
れ
、

「蓬
生
」
は

『拾
遺
集
』
に
あ
る
。

「夏
の
夜
の
月
」
「花
の
枝
」
∩
枝
の
花
」

は
詩
に
も
な
い
よ
う
で
、

「花
枝

・
花
何
」
が
漢
詩
に
多
い
。
『新
撰
万
葉
集
』

で
も

（
三
し

に

「花
村
」
が
あ
る
）
は

『後
撰
集
』

に
現
れ
る
。

「顔
波
」

は
、

『
万
葉
集
』
に

「敷
波
」
が
あ
る
が
八
代
集
に
な
い
。

「冬
日
」
「虫
涙
」

は

『
詞
花
集
』
に
、

「秋
色
」
は

『新
古
今
集
』
に
現
れ
る
。

「夏
樹
」
は
本

文
に
問
題
が
あ
る
の
で
省
く
と
、

『新
撰
万
葉
集
』
の
詩
歌
共
通
語
で

『古
今

集
』
に
な
い
十
五
語
も
、

『貫
之
集
』
や
三
代
集

（
さ
ら
に
八
代
集
）
に
は
大

部
分
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
全
体
が
そ
う
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

『新

撰
万
葉
集
』
の
中
で

『古
今
集
』
と
共
通
し
な
い
歌
に
お
い
て
も
、
詩
歌
共
通

語
は
、
や
は
り

『古
今
集
』
の
語
が
多
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
漢
詩
に
し
か
な
い
語
の
中
に
も
、
上
下
巻
合
せ
て
異
り
語
で
三
〇
語

余
り

（
詩
語
索
引
が
な
い
の
で
厳
密
で
な
い
。
上
巻
十
五
、
下
巻
二
一
）
が

『古
今
集
』
語
彙
と
共
通
と
み
て
よ
い
も
の
が
あ
る
。

（別
の
機
に
詳
述
し
た

い
）
。

『古
今
集
』
に
相
当
す
る
語
の
訓
み
を
仮
り
に
つ
け
て
お
く
。

29



全
巻
〉
毯
朧
。栽
腱
・雌
■
・雌
疋
鷺
疑
鬱
疑
森
群
‥
輯
導

１
離

誰

ぎ
２
驚
‥
謙
Ｌ
雛

翻

（古
真

繁
〉「浅講
一軋
鎌
雀
軋
ゞ
史

鮮
泉

章
予

難
ふ
雛
？
鮮
町
舞
Ｌ
鮮
午
鮮

靖
呼
叫
雌
・プ
Ｔ
畔
郵
農
卑
罐
議

こ
れ
ら
の
語
を

『古
今
集
』
の
語
に
当
て
、
そ
の
歌
の
作
者
を
み
て
み
る
と
、

延
べ
六
二
首
の
う
ち
、
撰
者
十
七
、
僧
九
、
そ
の
他
の
人
十
七
、
よ
み
人
し
ら

ず
十
九
首
で
あ
る

（傍
線
は
撰
者
に
、　
波
線
は
僧
に
あ
る
語
）
。
漢
詩
文
に
強

い
と
思
わ
れ
る
堂
二
、
僧
九

（
遍
昭
五
、
素
性
四
）
、
漢
文
の
詔
勅
を
作
る
仕

事
に
関
わ
る
大
内
記
や
御
書
の
所
預
を
し
た
人
々
、
友
則
三
、
貫
之
六
、
敏
行

二
を
合
わ
せ
る
と
二
二
首
で
六
二
首
中
の
三
五
・
五
％
を
占
め
る
。
撰
者
の
み

で
は
二
七

・
四
％
で
あ
り
、

『
古
今
集
』

一
一
一
一
首
中
撰
者

一
四
三
首
の
占

め
る
割
合

一
二
・
九
％
か
ら
し
て
も
や
は
り
多
い
。
右
に
挙
げ
た
詩
の
語
の
ほ

と
ん
ど
は
、

『
白
氏
文
集
』
や

『菅
家
文
草
』
な
ど
に
あ
る
。

『
白
氏
文
集
』

の
全
て
は
見
て
い
な
い
が
、

「春
情

・
夜
袂

・
初
霜

・
山
嵐

・
古
枝

・
深
緑

・

池
底
」
以
外
は
見
出
し
て
い
る
。
「水
音
」
「濤
音
」
は
、

「水
声
」

「濤
声
」

が

『
白
氏
』
に
あ
り
、

「春
情
」
は
な
い
よ
う
だ
が

「春
心
」
は
あ
る
。

「春

情
」
は

『菅
家
』
に
あ
り
、

「初
霜
」
も

「早
霜
」

（
里
執
、　
波
豆
之
毛
、　
早

霜
也
」
和
名
抄
）
が

『
自
氏
』

『菅
家
』
に
あ
る
。

「山
嵐
」
は

『経
国
集
』

『文
華
秀
麗
集
』
に
あ
る
。

「涙
玉
」
は
、

『
白
氏
』

『菅
家
』
に

「涙
珠
」

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
部
分
が
日
中
の
漢
詩
に
見
出
せ
る
語
な
の
で
あ
る
。

四

『新
撰
万
葉
集
』
上
巻
に
お
け
る
並
列
の
詩
歌
共
通
語
に
つ
い
て
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
詩
語

・
歌
語
、
又
は
詩
歌
好
み
の
語
で
あ
り
、
そ
の
和
歌
の

語
は
、

『古
今
集
』
と
共
通
す
る
語
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
詩
の
語
も
、

『
白

薇
け
鷲
既 『罐
酵
一
餞
理
麦
わ
癬
獅
臨
い
叫
崎
な
つ
い
¨
「
ぁ
る
。
そ
れ
に
つ
い

ま
ず
、
暦
日
の

「立
春
」
や
動
植
物
名
の

「郭
公

。
秋
芽

・
菖
蒲

・
藤
袴
」

を
除
き
、
前
出
の
上
巻
の
共
通
語
を
ま
と
め
る
と
次
の
如
く
な
る
。

指
南

こ
の
中
で
、

「桜
花

。
松
声

。
自
露

。
白
雪

・
白
雲

・
黄
葉

。
秋
月

・
秋
色

・

秋
風

・
秋
霧

・
雲
路
」
は
、
明
ら
か
に
歌
語
と
い
え
、
詩
語
か
ら
出
た
語
が
多

い
よ
う
で
あ
群
¨
他
の
語
も
、
詩
歌
好
み
の
語
で
あ
る
。

「そ
の
他
」
以
外
は
、

語
構
成
上
の
特
色
が
見
出
せ
る
。
即
ち
、

「―
花
」

「花
―
」

「―
声
」

「白

―
」

「―
葉
」

「秋
―
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
基
は
、
他
の
語

基
と
結
び
つ
い
て
別
の
歌
語

。
詩
語
に
も
な
り
や
す
い
も
の
で
あ
り
、
右
の
語

彙
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
語
基
も
、

『
白
氏
』
や

『菅
家
』
な
ど
漢
詩
に
よ

く
現
れ
て
い
る
。
即
ち
、
歌
語

・
詩
語

。
詩
歌
好
み
の
語
は
、
和
漢
で
、
語
彙

商舞』̈
可淵琳『雲ど薩、
『に構醤籍『̈
証幹̈
つ文蒔“一撒け
。る歌降

考。熱口
”名冽什ヽ
物口一
」利刺計語「刺洲
っ」漱諄嘲罐
崚帥詢
力ヽに輛麟
嘘



れ
た
和
語
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
含
め
て
、
語
彙
と
し
て
漢
字
表
記
を
し
た
時
に
、

漢
詩
に
よ
く
現
れ
る
語
基
や
語
彙
と
共
通
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら
の
語
基
や

語
彙
が
改
め
て
和
歌
の
語
と
し
て
意
識
さ
れ
て
撰
者
ら
に
好
ま
れ
て
い
っ
た
の

で
な
い
か
と
推
察
し
て
み
た
。

『新
撰
万
葉
集
』
は
、
和
漢
の
共
通
語
彙
に
対

”

つ る
鎌
鶴
蔵
智
』
策
崚
い
は
球
臓
詢
け
れ
継
漁
“
い
糠
ｍ
ゆ
一
】
鵠
¨
社
¨
計

の
く
り
返
し
強
調
で
あ

っ
た
り
、
新
た
に
共
通
語
を
大
量
に
増
加
さ
せ
て
い
る

の
は
、
初
め
に
挙
げ
た
語
の
列
挙
に
よ
っ
て
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
共

通
語
の
特
色
と
し
て
言
え
る
の
は
、
上
巻
と
同
様
に
、
詩
語

・
歌
語

。
詩
歌
好

み
の
語
が
多

い
こ
と
で
あ
る
。

「春
雨

・
春
霞

・
春
日
・
夏
夜

。
秋
山

・
秋

夜

。
自
玉

・
自
波

・
初
花

。
濤
花

・
花
影

・
虫
声

。
鹿
声

・
雁
声

・
山
河

・
山

辺

・
涙
河

・
草
葉

・
野
草

・
露
草

。
朽
木

・
松
風

・
谷
風

・
月
影

・
雲
居

・
天

雲

。
天
漢

・
大
海

・
遊
糸

・
蜆
蝉

・
潤
衣

・
含
春
霞

・
涙
河
」
に
つ
い
て
は
後

述
）」
な
ど
は
、

『古
今
集
』
な
ど
和
歌
に
用
い
る
歌
語
で
あ
り
、
『
白
氏
』
や

『菅
家
』
な
ど
の
詩
に
み
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
他
の
語
も
ほ
と
ん
ど
は
、

『古

済
舞

（ 』
こ 『頑
嘘
疇
計
」
獄
嚇
［
諷
獄
麟
“
」
（
潮
肺
瀞
臨
剛
翻
海
の
語
な
の
で

こ
の
よ
う
に
、

『新
撰
万
葉
集
』
の
共
通
語
は
、
上
下
巻
と
も
、
詩
語

・
歌

語

。
詩
歌
好
み
の
語
が
多
い
の
で
あ
る
。

五

と
こ
ろ
で
、
上
巻
と
下
巻
と
で
、
共
通
語
に
い
さ
さ
か
の
相
違
も
み
ら
れ
る
。

初
め
に
、
共
通
語
の
抜
き
出
し
方
の
と
こ
ろ
で
少
し
触
れ
た
が
、
上
巻
に
は
、

和
漢
で
意
味
が
相
違
す
る
共
通
語
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
と
は
い
え
、

碓
疋
際
来
手て鵬
特
葱
麓
ぶ
唯穂
犠
遷
無騨
か
緒を犠
曇
行
（充
〔≡占
）

秋
来
野
外
莫
二人
家
一　
藤
袴
締
懸
玉
樹
村

借
間
遊
仙
何

処
ニカ在
ル　
誰
ヵ知
我
乗
ニ
フ指
南
車
一
貧
＾
壼
天
じ

の
ご
と
く
、
植
物
名

「藤
袴
」
が
漢
詩
で
は

（仙
人
か
誰
か
の
）

「袴
」
の
意

が
強
い
。
た
だ
し
、
和
歌
で
も

「袴
」
の
意
を
掛
け
て
い
る
か
ら
、
和
漢
で
意

味
を
異
に
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
漢
語

「藤
袴
」
は
、
和
歌
に

合
せ
た
語
で
、
普
通
の
漢
詩
に
見
出
せ
な
い
和
語
で
あ
る
。　
含
３

の
和
歌

に
も

「藤
袴
」
が
あ
る
が
詩
で
は

「花
」

の
み
と
な

っ
て
い
る
。
植
物
名
の

パ
秋
）
萩
」
も
、
和
歌
で

「（秋
）
芽
」
と
な
り
、
詩
で
も

「（秋
）
芽
」
「芽

花
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
字
遣
い
は
、

『
万
葉
集
』
に
な
ら
っ
た
も
の
と

「萩
」
の
中
国
語
は
、

「
か
は
ら
よ
も
ぎ
」
で
、
別
の
植
物
で
あ
る
。
和
歌
に

合
せ
て
詩
の

「秋
芽
」

「芽
花
」
の
意
味
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
右
の
例
詩
か

ら
わ
か
る
。
ま
た
、

（字
音
よ
み
と
思
え
る
の
で
）
共
通
語
に
入
れ
な
か
っ
た

が
、

４

い
礼

飾

鍬

槽

講

翡

●

一羮

一じ

の
ご
と
く

「
五
月
」
を
、
和
歌
で

「
せ
ち
」

（
「節
」
か
）
と
訓
ま
せ
て
い
て
、

こ
れ
な
ど
は
、
同
じ
意
味
を
持
つ
語
の
文
字
合
せ
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
他
に
、
前
述
し
た

「期
雌
肇
」

（圭
）

「
一
夏
、
山
中
…
・こ

の
ご
と
く
、

文
字
上
は
共
通
語
に
み
え
る
が
、
語
句
の
切
れ
め
が
異

っ
て
い
て
、
共
通
の
一

語
と
い
え
な
い
語
も
あ
る
。
が
、
上
巻
に
は
用
例
が
少
い
。
上
巻
は
、
並
列

一



対
共
通
語
も
下
巻
ほ
ど
多
く
な
く
、
そ
の
共
通
語
も
、
詩
歌
で
は
と
ん
ど
意
味

を

一
致
さ
せ
て
用
い
て
い
る
。
そ
れ
に
反
し
、
下
巻
で
は
、
共
通
語
の
増
加
の

み
な
ら
ず
、
視
覚
上
の
共
通
化
も
増
加
す
る
。

灘
か
琲
畿
梅
碇
都
縫
か
夜ょか
艶
基
減
熟
計
…
…
（き
ｏ
曾
火
じ

…
…
蕪
磯
上
波
洗
二松
根
一　
河
内
凍
水
泥
二苔
葉
一
含
８

（
元
ａ
）

の
よ
う
に
、
固
有
名
詞

（枕
詞

「
石
上
し

も
、
詩
で
は
文
字
通
り
の
普
通
名

詞
に
用
い
て
い
る
。
上
巻
の

「藤
袴
」

「秋
芽
」
の
よ
う
に
、
和
歌
で
用
い
る

語
を
そ
の
ま
ま
漢
詩
に
用
い
る
こ
と
も
上
巻
よ
り
下
巻
で
増
す
。

「春
霞

・
秋

穂

。
野
辺

。
若
菜

・
蓬
生

・
仮
慮

・
古
里

・
涙
河

・
虫
涙

・
天
河
原

・
彦
星
」

な
ど
が
そ
れ
で
、
普
通
の
漢
詩
に
見
出
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
全
て
が
下
巻
で

並
列
詩
歌
を
持

っ
て
い
る
。

「秋
穂
」

「虫
涙
」
以
外
は
歌
語
で
あ
り
、
こ
の

二
語
も
歌
語
ま
が
い
の
語
で
あ
る
。

「若
菜

・
野
辺

・
仮
慮

・
涙
河

・
春
霞
」

は
上
巻
に
も
あ
る
が
、
和
歌
に
し
か
な
い
語
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
下
巻
に
し

｛汁

好役無手て錦
飩

裁…砥と一一初一一一一一五一五一一一〕〕）

こ
の
よ
う
に
、
全
用
例
は
挙
げ
な
い
が
前
掲
の
全
て
の
語
が
、
漢
詩
に
お
い
て

も
和
歌
の
意
味
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「霞
」
な
ど
は
、
中

国
語
と
し
て
は
、

「朝
焼
け
雲
、
夕
焼
け
雲
」
を
意
味
す
る
の
が
普
通
だ
が
、

「霞
カ
ス
ミ
」

（
名
義
抄

・
色
葉
字
類
抄

・
和
名
抄
）
と
古
辞
書
類
に
も
あ
る

よ
う
に
、
日
本
語
と
し
て
は

「
か
す
み
」
の
意
に
な

っ
て
い
て
、
右
の

（
≡
０

の
語
で
も
、

「春
霞
」
が

「桜
の
枝
」
に

「自
き
花
」
の
よ
う
に
自
く
か
か
っ

て
い
る
さ
ま
で
あ
ろ
う
。
『菅
家
文
草
』
に
も

「
…
…
浅
春
暫
謝
上
陽
初
　
鑽
レ

沙
草
只
三
分
許
　
跨
レ樹
霞
綾
半
段
余
…
…
」
∩
同
賦
三
春
浅
帯
二軽
寒
（
応
製
）

の
ご
と
く
、

「樹
に
か
か
る
霞
」
を
日
本
語
の

「
か
す
み
」
の
意
で
用
い
た
例

注
７

が
見
出
せ
る
。

「涙
河
」
は
、
周
知
の
よ
う
に
漢
詩
か
ら
発
想
さ
れ
た
歌
語
で
、
そ
れ
が
そ

の
ま
ま
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「天
河
原
」
に
つ
い
て
も

「天
河
」
は
、
元

楳

・
王
維

。
李
自
ら
の
詩
に
も
見
出
せ
る
が
、

「天
河
原
」
は
無
い
。
そ
れ
の

み
な
ら
ず
中
国
語
で

「河
原

（
源
ビ
　
「川
原

（
源
】

は
、

「河
川
の
源
」
を

意
味
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
、

「川
が
流
れ
る
原
野
」
を
意
味
す
る
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
の
原
野
は
広
い
荒
野
の
印
象
が
あ
る
。
し
か
し
日
本
語
の

「
か
わ

ら
」
に
は
、
原
野

・
荒
野
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。
全
垂
）
の
漢
詩
に
は
日
本
語

の

「天
の
河
原
」
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
詩
や
詩
語
か
ら
発
想
さ
れ
た

「涙
河
」
な
ど
も
含
め
て
、

和
語
に
し
か
な
い
語
を
、
そ
の
ま
ま
漢
詩
の
語
に
、
意
味
も
用
法
も
同
じ
く
使

用
し
て
歌
語
を
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
漢
字
で
書
い
て
同

一
の
対
応
漢
語
が

な
い
場
合
、
強
引
に
そ
の
ま
ま
漢
詩
に
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
上

巻
の
よ
う
に
植
物
名
で
な
く
、
普
通
名
詞
で
あ
る
点
で
特
色
を
な
す
。
ま
た
、

初
め
に
触
れ
た

「郁
子
」
の
よ
う
に
、
上
巻
で
は
和
歌
に
の
み
用
い
て
、
単
に

訓
み
を
借
り
た
だ
け
の
語
を
も
下
巻
で
は
共
通
語
化
す
る
。

一晰
判
帷
熙
鶉
鰊
鍔
装
琴



「
か
た
み

（形
見
ビ

を
、
和
歌
で

「片
身

・
方
見
」
と
当
て
、
そ
の

「片
身
」

の
方
に
詩
を
当
て
て
、
和
歌
で
の
意
味
と
は
別
に
、
そ
の
文
字
の
意
味
す
る
語

と
し
て
用
い
て
い
る
。
逆
に
、
詩
の
語
と
文
字
に
合
せ
て
和
歌
の
語
の
表
記
を

し
た
も
の
も
あ
る
。

｛師遷制癬鰺

秋
天
飛
翔

雁
影
見
　
到
劃
高
翡
聞
二雲
浦
〓
…
。
公
入

〔≡
ι
）

難
難
盤
芝し飛
購
之．筋
佐き倍へ見み盤
掟
之。用
鑑
（万
〈
雪奎
じ

獄
斗
里‐く
夜ょ
於ぉ
願
呂ろ
丹に
だ
緒キ
ル
手て
芝し
徳
飛
賓
べ
朧
凝
地ち
許こ
曽そ
為す
ネＬれ

（
茜
三
目

霧
ぃ時融酪
芝し手て攀
燿
鶉
可
藁
詮
５

…
…
、
可
レ借
春
風
花
再
散
　
亭
前
川
劇
暗
樹
早

（
一毛

〔毛
巴
）

一〕に囀中］『］月一［［峙一］̈寺一静一『中］一

ま
た
、
和
語
の
よ
み
方
を
詩
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
。

と
り
込
ん
で
同

一
文
字
を
並
べ
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
下
巻
も
あ
と
に
な
る
ほ
ど

か
か
る
傾
向
は
著
し
い
。

（上
巻
に
は
和
歌
に
し
か
な
い

「佗
敷
」
を
、
下
巻
で
詩
に
用
い
、　
彙
話
距

も
和
歌
の
文
字
に
近
く

「女
芝
」
と
す
る
）

こ
こ
ま
で
来
る
と
、
和
歌
が
中
心
に
な
っ
て
、
そ
の
文
字
面
に
合
わ
せ
る
こ
と

が
Ｎ

雛

』
訃
梓
胚

嚇

霙

涎

じ

こ
れ
は
、
語
句
の
切
れ
め
も
語
順
も
異

っ
て
い
て
意
味
も
異
り
、
別
語
で
あ
る

い一”噸嘲黙一響は耐一察く一「ギ（一一一』”』寧針墜ヽ
醐践「一証率「警鐸一彙』等一一

（
英
じ

離
驚
か
壼

・
玉
露
、
公
套
）
梵
等
・
雲
天
、　
公
奎
）
′馨
鐵
７
繁
草
、

（
死
じ
部
動
γ
寒
露
、　
公
里
）
顔
波

・
愁
浪
顔
、
全
夫
）
測
蒸

・
衣
潤
」
な

ど
が
見
出
せ
る
。
ま
た
漢
文
訓
読
式
に
反
読
文
字
に
よ
る
共
通
語
も
上
巻
∩
公

ｏじ

拠
レ騰
」
く
ら
い
）
よ
り
下
巻
に
多
い
∩
（
一三
）
ベ
レ魅

。
（
一毛
）
疏
¨

常

・
全
穴
）
機
【僻

・
公
一天
）
看
”
ぽ

。
公
一元
）
無

臓̈

。
公
一兒
）
べ
げ
滞
」
な

ど
）。

「公一〇四）中毒輝一（，〈は・「よτれ讐わ証）」
ゃ、「公〓し〓Ⅳ一櫛紺朴
鰍
瑚
」
パ
基
一）
難
滋
」

几
一̈↑
孵
麟
」‘「公
合
）
融
鰍
岬

一
ｔ

●
が

は

、

‐

　

　

　

　

　

‘
　

　

レ

、
３

ベ
　

　

　

ー

　

　

　

′
　

は

、
０

鋼

」

「（
一一一一九）
割

」
「（一一四二）
ョ

判
劇
」
「
全
里
）
矧
剰
」
な
ど

も
、
詩
の
文
字
に
和
歌
の
文
字
を
合
せ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う

（
た
だ
し

『
名
義

抄
』
な
ど
に
も
、
傍
線
の
語
は
そ
の
訓
み
で
出
て
い
る
。

「
わ
た
つ
み
」
は

「海
神
」
の
文
字
で
あ
る
）
。
ま
た
、
初
め
に
挙
げ
た
よ
う
に
、　
一
語
と
み
る

よ
り
も
連
語
と
み
る
方
が
よ
い
の
で
共
通
語
に
入
れ
な
か
っ
た
も
の

「散
花
…

…
」
等
々
、
前
出
の
他
に
「糠
蘊
・碓
難
・都
醍
・離
疋
・躊
窺
Ｌ
熙
罹
・階

妻一・中一一一工̈

一̈̈

嚇̈̈
」一一̈
¨̈

一̈｝““一一〓一̈
げ一一一一一
〔空０〕）

こ
の
よ
う
に
、　
一
首
の
詩
歌
が
多
く
の
共
通
語

。
共
通
字
を
連
ね
て
持
つ
も

の
も
珍
し
く
は
な
い
。
和
歌
の
助
詞

・
助
動
詞
や
和
語
の
活
用
語
尾
を
も
詩
に



六

こ
の
よ
う
に
、
下
巻
は
、
共
通
語

。
共
通
字
が
上
巻
よ
り
は
る
か
に
多
く
、

そ
れ
が
視
覚
上
の
大
き
な
特
色
を
も
な
し
て
い
る
。
「新
撰
万
葉
集
』
は
、
「和

歌
に
対
す
る
漢
詩
の
意
訳
の
仕
方
は
、　
一
首
の
和
歌
の
作
意
に
随
順
し
て
対
訳

れな］ネ勧裁浸̈
”はつ』″硼呻̈
綿［衆猟」な］瀾が獅％講時期

通
語
の
多
さ
も
か
か
る
方
針
か
ら
生
じ
た
現
象
か
も
し
れ
な
い
が

「漢
詩
を
和

歌
と
並
べ
掲
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
…
…

（中
略
）
和
歌
が
漢
詩
と
肩
を
並
べ
る

よ
う
に
宮
廷
文
学
と
し
て
発
育
し
て
き
た
現
実
の
事
態
が
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
」
の
で
あ
り
、
和
漢
の
共
通
語
が
両
者
の
橋
渡
し
を
直
接
に
担
う
重
要

語
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
下
巻
は
そ
の
意
図
が
露
骨
な
ま
で
に
現
れ
て
い
る
が
、

下
巻
の
序
文
に

「几
以
在
々
処
々
歌
曲
舞
家
々
宴
々
饗
聞
也
…
…
」

「則
以
使

視
レ歌
興
レ詩
詠
之
者
…
…
」
と
あ
り
、
今
ま
で
歌
わ
れ
る
も
の
と
い
う
捉
え
方

「をれば躊漱制がげ一視）期朴望れ紅部』』商腋装彙盤浅い略
「せれ師「。

は
歌
の
文
字
を
見
る
の
で
あ
り
、

『新
撰
万
葉
集
』
は
ま
さ
に

「枠
る
」
た
め

の
詩
歌
集
の
よ
う
に
思
え
る
。
そ
し
て
、
正
訓
仮
名
を
多
く
し
て
共
通
字

・
共

通
語
を
増
し
て
、
詩
歌
の
対
等
化
を
視
覚
上
も
明
瞭
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
な

い
だ
ろ
う
か
。
下
巻
は
特
に
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。
対
応
漢
語
の
な
い
和
語
ま

で
そ
の
ま
ま
詩
に
用
い
て
、
和
語
の
漢
語
化
と
い
う
逆
の
現
象
ま
で
み
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
和
歌
の
語
を
詩
の
語
と
比
肩
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
識
は
十
分
に

ぃ一毅一一中通『こ̈一鰤一なの『赫一時け砕一一一い̈一の詩ヵ、̈赫一摯赫語っ
Ａ
注
Ｖ

（１
）

詩
歌

一
対
を
一
体
的
に
享
受
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う
説
、
泉
紀
子

「
新
撲
万

葉
集
に
お
け
る
漢
詩
と
和
歌
」

（『女
子
大
文
学
認
号
、
昭
和
５６
年
３
月
）
等
が
あ

２
つ
。↑κ、需縣は同っはれふ貶”詢翡熱和施耀康』』けも「翻静」「と高熱｝静一」触

し
か
な
く
、
八
代
集
に
も
な
く
、

「松
之
葉
」
の
方
が
用
例
が
多
い
し
、
三
代
集
に

あ
る
。

（３
）

拙
稿

「
新
撰
万
葉
集
に
お
け
る
和
漢
の
共
通
語
彙
に
つ
い
て
」
「
光
華
女
子
大

聾

研
脇
続

「 要
汁
鯛

は
導
に
一

『 九Ｍ
峰

『
十
貨

犀

上

の
要

肇

按

子
大
学
研
究
紀
要
』
、
二
四
集
、　
一
九
八
六
年
十
二
月
）

「古
今
集
に
お
け
る

『
山

―

・
鵬
―

・
峰
Ｌ
薇
朴
―
』
の
語
彙
」
（光
華
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
、
二
五
集
、　
一

九
八
七
年
十
二
月
）

（５
）

拙
稿

「新
撰
万
葉
集
に
お
け
る
和
漢
の
共
通
語
彙
に
つ
い
て

（続
ご

（光
華
女

子
大
学
研
究
紀
要
』
、
二
七
集
、　
一
九
八
九
年
十
二
月
予
定
）

（６
）

沢
潟
久
孝

「
菅
家
万
葉
集
の
和
歌
の
用
字
に
就
い
て
」
「
菅
公
頌
徳
録
』
北
野

天
満
宮
、
昭
和
十
九
年
七
月
）

（７
）

た
だ
し
、

「秋
霞
」
と
い
う
語
は
、
略
賓
王
の
詩
に
見
出
せ
る
。

「岸
廻
秋
霞

落
、
渾
深
夕
霧
繁
、
―
・。Ｌ

（「晩
渡
黄
河
し

（「秋
霞
」
と

「
夕
霧
」
が
対
に
な
っ

献娑

夢
輪
』Ｌ
話

饉
鮮
鰺
』
鶴
犯

摯
聯
ポ
襲
漬
鑢
難
紆
〕

時
に
造
語
さ
れ
た
歌
語
で
あ
ろ
う
。

（８
）

こ
れ
ら
の
う
ち
、

「
天
漢

・
天
雲

・
頻
波

・
潤
衣
」
は
、
並
列
し
な
い
詩
歌
も

含
め
る
と
、
語
順
も
こ
の
ま
ま
の
共
通
語
が
見
出
せ
る
の
で
前
出
の
共
通
語
の
中
に

む
ろ
ん
含
ま
せ
て
い
る
。

（９
）

藤
岡
忠
美

「新
撰
万
葉
集
」
（
和
歌
文
学
講
座
４
』
桜
楓
社
、
昭
和
四
五
年
）

（１０
）

拙
稿

「平
安
時
代
言
語
生
活
か
ら
み
た
歌
と
物
語
」
翁
国
語
国
文
』
第
四
五
巻

第
四
号
、
昭
和
五
一
年
四
月
）

34



（ｎ
）

『新
撰
万
葉
集
』
の
第

一
の
編
者
を
道
真
に
、
第
二
の
編
者
を
貫
之
と
す
る
説

が
あ
る
。
泉
紀
子

「『新
撲
万
葉
集
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
試
論
」
令
女
子
大
文
学
』

第
三
四
号
、
昭
和
五
八
年
三
月
）
。
最
終
の
編
者
を
貫
之
と
す
る
と
、
下
巻
の
序
文

に
よ
り
最
終
成
立
年
は

『古
今
集
』
よ
り
後
に
な
る
が
、
貫
之
の
和
語

・
漢
語
の
強

い
対
比
意
識
を
知
る
参
考
に
な
る
。

（・２
）

語
基
と
語
彙
の
共
通
現
象
の
み
で
は
論
証
し
に
く
い
が
、

『新
撰
万
葉
集
』
や

『
古
今
集
』
に
お
け
る
詩
歌
共
通
語
に
歌
語
の
多
い
こ
と
は
何
か
意
味
が
あ
ろ
う
。

種
々
の
現
象
を
探
り
つ
つ
積
み
重
ね
て
ゆ
き
た
い
。

一
九
八
九

・
一
・
十

１
光
華
女
子
大
学
教
授
―
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